
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

反
対
し
た
４
議
案
へ
の
態
度
に
つ
い
て 

■
「令
和
５
年
度
一
般
会
計
」の
決
算
に
つ
い
て
は
、 

①
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
物
価
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
市
民
生
活
の
中
で
、
１
０
年
で
３
０
億
円(

用
地

買
収
費
含
ま
ず)

も
支
出
す
る
大
型
観
光
開
発
事
業
は
一
旦
中
止
し
、
市
民
生
活
を
底
上
げ
す
る
事
業

に
切
り
換
え
る
べ
き
。
②
建
設
計
画
も
何
も
な
い
山
陰
新
幹
線
誘
致
推
進
針
事
業
は
見
直
し
、
在
来
線

の
充
実
や
バ
ス
路
線
の
確
保
な
ど
の
事
業
を
優
先
す
べ
き
。
③
除
外
申
請
も
行
わ
れ
ず
自
衛
隊
員
募

集
の
業
務
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
④
「
テ
ス
ト
学
力
」
中
心
の
学
校
づ
く
り
に
変
質
す
る
、
中
学

校
の
「
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
認
定
で
き
な

い
。 

 ■
「 

同 

国
保
事
業
会
計
」の
決
算
に
つ
い
て
は
、 

 
 

高
す
ぎ
る
国
保
料
が
市
民
を
苦
し
め
て
お
り
、
８
割
の
国
民
が 

紙
の
保
険
証
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
が
、
そ
の
声
を
国
に
伝
え
る 

こ
と
な
く
マ
イ
ナ
保
険
証
を
進
め
る
姿
勢
で
あ
り
認
定
で
き
な
い
。 

 

■
「 

同 

介
護
保
険
事
業
会
計
」の
決
算
に
つ
い
て
は
、 

 
 

国
が
介
護
保
険
事
業
を
相
次
い
で
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護
事
業
そ
の
も
の
の
継
続
が 

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
９
４
名
と
い
う
現
状
か
ら
も 

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
状
態
の
事
業
に
な
る
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
認
定
で
き
な
い
。 
 

■
「 

同 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
」の
決
算
に
つ
い
て
は
、 

今
年
も
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
保
険
料
が
上
が
り
続
け
て
い

る
。
医
療
を
受
け
る
度
合
い
が
多
い
高
齢
者
ば
か
り
を
一
つ
の
保
険
に
集
め
る
制
度
設
計
に
問
題

が
あ
る
。
国
に
制
度
の
見
直
し
、
公
的
支
援
を
求
め
る
こ
と
を
要
望
す
べ
き
で
認
定
で
き
な
い
。 

 

※
賛
成
し
た
議
案
に
つ
い
て
の
意
見 

「
水
道
事
業
会
計
」
で
は
、
令
和
６
年
度
に
計
画
し
て
い
た
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
経
営
努
力
で
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
安
全
で
低
廉
な
水
道
水
の
提
供
、
将
来
市
民
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
更
な
る
事
業
運
営
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。「
病
院
事
業
会
計
」
で
は
、
救
急
医
療
や
へ
き

地
医
療
な
ど
地
域
に
不
足
す
る
不
採
算
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
自
治
体
病
院
の
役
割
を
果
た
す
上

で
地
方
交
付
税
の
交
付
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
引
き
続
き
経
営
努
力
を
求
め
ま
し
た
。 

 

●
第
８
０
号
議
案
（追
認
議
案
）「小
学
校
教
師
用
指
導
書
」に
つ
い
て
は
意
見
付
き
賛
成 

 

「こ
れ
ま
で
分
割
発
注
し
て
い
た
も
の
を
、
業
務
改
善
で
一
括
発
注
し
た
こ
と
で
条
例
第
３
条
（
３

千
万
円
を
超
え
る
契
約
は
議
会
に
か
け
る
）
に
抵
触
し
て
い
ま
し
た
が
、
だ
れ
も
気
付
か
な
か
っ
た
」

と
の
答
弁
で
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
ど
こ
で
も
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
問
題
が
あ
っ
た
時
に

情
報
を
公
開
し
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
再
発
防
止
策
の
徹
底
と
、
議
決
が
必
要
な
金
額
を
現

行
３
千
万
円
か
ら
２
千
万
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
て
賛
成
し
ま
し
た
。 

日本共産党議員団です 

 

〈令和６年９月定例会特集 

 【発行】日本共産党議員団 

連絡先☎FAX７５-４５５８(小西) 

1８議案に賛成し、5議案に反対しました 

令和6年度９月定例会が10月９日に、

10日に第３回臨時会が閉会しました。令

和５年度一般会計をはじめ特別会計決算

など全23議案を審議しました。 

党議員団の議会報告をお届けします。 

【決議第３号】仲井玲子議員に対する 

問責決議(案)には反対しました！ 

「議員の言動については、その議員が責任を持つべき」も

のであり、今回、問題になっていることは、仲井玲子議員の

ＳＮＳ上の発信内容とそれをめぐる言動であり、本会議や常

任委員会など、議会の中での発言・言動ではない。本会議で

時間をとって「問責決議」として議案にすることは適切でな

いと判断し賛成できないことから、決議第３号「仲井玲子議

員に対する問責決議」(案)に反対しました。 

 

 

党議員団が反対した５議案  
●令和５年度舞鶴市一般会計の決算の認定について 

● 同 国民健康保険事業会計の決算の認定について 

● 同 介護保険事業会計の決算の認定について 

● 同 後期高齢者医療事業会計の決算の認定について 

●決議第３号 仲井玲子議員に対する問責決議(案) 

 

小西、伊田、小杉議員 

 ◉
補
正
予
算
案
（第
３
号
）の
主
な
事
業 

 

◆
原
発
災
害
時
避
難
路
整
備
事
業
費 

７
４
２
７
万
円 

 

◆
旧
勤
労
者
福
祉
会
館
施
設
整
備
費 

空
調
設
備
更
新
工
事 

 

１
９
８
０
万
円 

◆
医
療
機
関
等
へ
の
シ
ス
テ
ム
改
修 

に
係
る
補
助
金 

 

９
０
０
万
円 

３
病
院
に
百
万
円
、
２
０
薬
局
に
３
０
万
円
ず
つ 

◆
福
来
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事 ３

４
０
０
万
円 

◆
山
か
ら
地
域
を
元
気
に
す
る 

事
業
費
補
助
金   

６
４
２
万
円 

 
 

上
限
五
十
万
円
、
２
０
団
体
追
加
補
正 

◆
河
川
整
備
事
業
費      

２
２
０
０
万
円 

 
 
 
 

寿
川
、
オ
グ
ラ
川
、
稲
荷
川
、 

千
歳
川
、
引
土
水
路
浚
渫
他 

◆
民
間
建
築
物
耐
震
改
修
等 

推
進
事
業
費 

１
８
６
万
円  

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣 

五
万
二
千
円×

３
０
件
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小
西 

１
９
４
５
年
８
月
２
４
日
、
海
軍
輸
送
艦
「浮
島
丸
」が
下
佐

波
賀
沖
の
舞
鶴
湾
で
突
然
、
爆
発
・沈
没
し
た
。
政
府
の
発
表
で

青
森
県
内
で
強
制
連
行
に
よ
り
働
か
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
の
人
々

５
２
４
名
、
日
本
人
乗
組
員
２
５
名
が
死
亡
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
７
８
年
、
舞
鶴
市
民
は
、
犠
牲
者
の
死
を
悼
み
、
こ
の
悲
し
い

歴
史
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
地
元
下
佐
波
賀
の
方
々
の
ご
協
力

と
市
民
か
ら
の
募
金
、
府
と
市
の
支
援
も
受
け
て
、
追
悼
の
碑
を

建
立
し
、
毎
年
、
追
悼
集
会
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
事
件
と
市
民

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
聞
く
。 

【答
弁
】 

再
び
故
郷
の
土
を
踏
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
不
慮
の
死
を

遂
げ
ら
れ
た
方
々
の
無
念
と
、
ご
家
族
の
心
情
を
察
す
る
と
、
哀

惜
の
念
に
堪
え
な
い
。
昭
和
５
３
年
に
殉
難
の
碑
が
建
立
さ
れ
、

今
日
ま
で
「浮
島
丸
殉
難
者
を
追
悼
す
る
会
」が
主
催
者
と
な

り
、
多
く
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
毎
年
追
悼
集
会
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
は
、
誠
に
異
議
深
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

伊
田 

中
学
校
の
給
食
は
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
に
て
提
供

さ
れ
て
い
る
。
給
食
が
冷
た
い
、
食
べ
る
時
間
が
短
い
等
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
会
派
と
し
て
は
一
貫
し
て
自
校
給
食
を
求

め
て
い
る
。
現
行
の
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
、
喫
食

時
間
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。  

 

【答
弁
】 

子
ど
も
た
ち
か
ら
そ
の
よ
う
な 

意
見
は
聞
い
て
い
る
。
現
行
の
給
食
の 

提
供
の
仕
方
は
継
続
し
て
い
く
考
え
だ
。 

喫
食
時
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
校
長 

会
と
も
相
談
の
上
検
討
し
て
い
く
。 

     

こんにちは日本共産党議員団です ２０24年９月号 

小
学
校
給
食
の
無
償
化 

早
期
に
実
現
す
べ
き 

よ
り
豊
か
な
給
食
へ
見
直
し
を
！ 

伊
田 

悦
子 

議
員•

一
般
質
問 

伊
田 

学
校
給
食
の
無
償
化
は
憲
法
２
６
条
の
「義
務
教
育

は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」と
い
う
理
念
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
年
九
月
か
ら
中
学
校
給

食
の
無
償
化
は
実
施
さ
れ
た
。
次
は
小
学
校
の
無
償
化
。
保

護
者
の
要
望
に
答
え
て
一
日
も
早
い
実
施
を
求
め
る
が
、
い

か
が
か 

【答
弁
】 

小
学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
保
護
者
の
要
望
も
強

い
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に 

実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん 

で
い
く
。 

     

小
西 

本
市
は
「引
き
揚
げ
の
ま
ち
」で
あ
る
と
同
時
に
、
住
民
投

票
で
決
定
し
た
「平
和
産
業
港
湾
都
市
」で
あ
り
、
舞
鶴
市
議
会
で

全
員
一
致
で
決
議
し
た
「核
兵
器
廃
絶
・平
和
都
市
」宣
言
の
ま
ち

で
あ
る
。
市
役
所
前
に
、
三
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て
、
平
和

と
人
権
を
希
求
す
る
本
市
の
姿
を
国
の
内
外
に
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
聞
く
。 

【答
弁
】 

現
時
点
で
は
庁
舎
前
に
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の
考

え
は
な
い
が
、
市
と
し
て
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の
有
無
で
は
な
く

て
今
後
と
も
、
舞
鶴
引
き
揚
げ
記
念
館
を
拠
点
と
し
て
、
平
和
の

尊
さ
を
国
内
外
に
強
く
発
信
し
て
い
く
。 

   

「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
」
よ
う
国
に
強
く
要
望
す
べ
き
！ 

障
害
者
が
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る
場
の
確
保
と
拡
充
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

悦
子
議
員•

一
般
質
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小
西 

近
年
、
エ
ア
コ
ン
は
熱
中
症
対
策
に
不
可
欠
の
必
需
品
。
本

市
に
お
い
て
も
奈
良
県
生
駒
市
の
よ
う
に
生
活
保
護
の
需
給
家
庭

で
エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で
あ
っ
た
り
、
使
用
で
き
る
も
の
が
無
か
っ

た
り
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
エ
ア
コ
ン
の
購
入
費
と
設
置
工
事
費

を
給
付
す
る
事
業
を
制
度
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
同
時
に
厚
生
労

働
省
に
対
し
生
活
保
護
制
度
内
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
支
給
基
準
を

緩
和
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。 

【答
弁
】 

生
活
保
護
制
度
は
国
の
法
定
受
託
事
務
と
し
て
全
国
一

律
で
運
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
市

独
自
の
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い
。
国
に
「夏
季
加
算
」と
合
わ
せ

支
給
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
て
い
く
。 

小
杉 

七
月
末
に
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
療
養
介
護
事
業

や
セ
ン
タ
ー
事
業
全
体
に
つ
い
て
も
実
情
を
お
聞
き
し
た
。

舞
鶴
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
療
養
介
護
事
業
は
、
支
援
学

校
高
等
部
卒
業
後
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
現
状
か
ら
検
討
し
た
と
の
こ
と
。
実
際
に
は
九
月
か
ら

一
名
の
入
所
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
空
き
ベ
ッ
ド
を
活
用
し

た
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
１
８
歳
か
ら
５
年
間
セ
ン
タ

ー
の
出
身
者
に
限
る
と
い
う
条
件
も
あ
る
。
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
障
害
者
の
生
活
の
場
の
確
保
の
問
題
が
一
歩
前
に
進

ん
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
市
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

【答
弁
】 

市
内
に
あ
る
舞
鶴
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
が
療
養

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
を
受
け
ら
れ
、
利
用
に
一
定
の
制
限

が
あ
る
も
の
の
、
事
業
を
開
始
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
き
な

前
進
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

本
年
四
月
に
舞
鶴
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
療
養

介
護
事
業
が
指
定
さ
れ
、
八
月
三
十
日
に1

人
目
が
入
所
さ

れ
た
。
舞
鶴
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
が
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
切
る
よ
う
、
療
養
介
護
事
業
の
充
実
は
必
要
と
考

え
て
お
り
、
京
都
府
中
丹
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
や

近
隣
市
町
と
連
携
を
強
化
し
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
広
域

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
舞
鶴
子
ど

も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
も
京
都

府
へお
願
い
し
て
い
く
。 

小
杉 

十
二
月
二
日
か
ら
新
規
の
健
康
保
険
証

を
発
行
し
な
い
閣
議
決
定
を
受
け
、
全
国
１
８
の

地
方
紙
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
機

能
を
持
た
せ
た
「マ
イ
ナ
保
険
証
」に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
「現
行
の
保
険
証
を
残

し
、
選
択
制
に
」と
「現
行
保
険
証
を
残
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証
は
や
め
て
」と
反
対
す
る
人
の
二
つ
を

合
わ
せ
る
と
、
８
割
以
上
が
現
行
の(

紙
の) 

保
険
証
の
存
続
を
望
ん
で 

い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を 

持
っ
て
い
る
人
も
、
持
っ
て 

い
な
い
人
も
「情
報
漏
洩
が 

心
配
」と
い
う
の
が
上
位 

を
占
め
る
。
市
の
こ
の 

調
査
結
果
の
受
け
止
め
は
。 

現
行
の
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う 

国
に
強
く
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

【答
弁
】 

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
は
重
要
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に(

紙
の)

保
険
証
廃
止
の

中
止
に
係
る
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。
マ
イ
ナ
保

険
証
に
し
な
い
方
と
か
、
そ
れ
が
嫌
な
方
は
、
資

格
確
認
書
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
選
択
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
様
々
な
機
会
に
市
民
へ

周
知
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

伊
田 

こ
の
間
の
気
候
変
動
は
日
常
生
活
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
近
年
の
高
潮
被
害
を
考
え
て
も
、
早

期
に
東
地
区
の
浸
水
被
害
の
対
策
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
東
地
区
の
浜
地
域
に
「高
潮
対
策
ポ
ン
プ
」が
設
置

さ
れ
る
。
ど
の
程
度
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
の
か
。
合
わ

せ
て
、
床
下
浸
水
に
つ
い
て
も
見
舞
金
を
支
給
す
べ
き
。 

【答
弁
】 

よ
り
効
果
的
な
施
設
整
備
を
実
施
し
浸
水
被

害
の
軽
減
に
努
め
る
。
七
条
通
線
は
、
海
水
の
逆
流
が
完

全
に
せ
き
止
め
ら
れ
て
、
ほ
ぼ
道
路
冠
水
被
害
は
解
消
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
見
舞
金
は
、
日
常
生
活
への
影
響
の

大
き
さ
を
基
準
と
し
て
お
り
、
床
下
被
害
への
支
給
は
考

え
て
い
な
い
。 

   

伊
田 

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
・水
洗
化
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
教
育
環
境
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
ト
イ
レ
改
修
は

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
で
は
な
く
、
個
別
計
画
も
立
て
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
準
備
は
。
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
年
度
の
当

初
予
算
に
青
葉
、
白
糸
、
和
田
、
城
南
中
学
校
の
４
体
育
館
に

「調
査
・設
計
費
」が
予
算
化
さ
れ
た
。
予
定
通
り
進
む
の
か
。 

【答
弁
】 

校
舎
改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ト
イ
レ
の
状
態
を
考
慮

し
、
個
別
改
修
も
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
。
体
育
館
への
空
調

設
備
は
学
校
生
活
の
充
実
に
必
要
な
整
備
で
あ
り
、
財
源
の

確
保
に
努
め
、
五
年
間
で
整
備
が
完
了
す
る
よ
う
進
め
る
。

小
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
優

先
度
の
高
い
中
学
校
体
育
館
への
設
置
を
進
め
て
い
く
。 

       

「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
で
平
和
と
人
権
を
発
信
す
る
舞
鶴
市
に
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

洋
一 

議
員•

代
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小
西 
中
央
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
東
図
書
館
を
除
却
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
代
わ
る
東
図
書
館
は
「こ
れ
ま
で
と
同
規
模

の
も
の
を
、
司
書
も
配
置
し
て
設
置
」と
の
要
望
が
強
い
。
分
館
の
あ

り
方
、
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
そ
の
全
容
は
い
つ
ご
ろ
市
民
に
明
ら
か

に
な
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
聞
く
。 

【答
弁
】 

現
在
の
東
・西
図
書
館
は
令
和
十
一
年
度
年
度
末
に
は
除

却
す
る
予
定
。
現
在
、
東
地
区
を
含
む
分
館
の
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ

を
利
用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
等
々
を
検
証
・検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今

年
度
中
に
は
詳
細
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

熱
中
症
か
ら
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
取
組
を 

現
行
の
東
図
書
館
と
同
規
模
の
分
館
を 

床
下
浸
水
被
害
に
も
見
舞
金
を 

学校トイレの早期改修と 
体育館エアコン設置を計画的に 

 

 

 

 

 


